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木曜日 先勝

群馬県民の日

東証 取引 分延長へ
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日本取引所グループ

ＪＰＸ は 日、傘下に

置く東京証券取引所の現物株の取

引終了時間を 分延ばし、午後３

時半にする方針を発表した。2024

年度後半の実施を目指す。終了時

間を延ばすのは1954年以来、約

年ぶり。ＪＰＸの清田瞭最高経営

責任者（ＣＥＯ）は記者会見で「投

資家の取引機会拡大や国際競争力

の観点から意義がある」と強調。

世界の主要株式市場に対抗する姿

勢を示した。

３ 日大元理事ら２人再逮捕

３ ５ 米 ５～ 歳接種許可へ

４ 被団協の坪井直さん死去

都内にだるま発信居酒屋

自首成立巡り双方が主張

前橋市 ＣＳＦ対策1700万
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断
捨
離
を
始
め
た
義
母

か
ら
「
処
分
を
迷
っ
て
い

る
物
が
あ
る
」
と
相
談
さ

れ
た
。
物
入
れ
の
奥
に
ず

ら
り
と
並
ん
で
い
た
の
は

年
以
上
前
の
『
少
年
少

女
世
界
文
学
全
集
』
だ
っ
た
▼
自
分

た
ち
の
本
は
大
半
を
整
理
し
た
と
い

う
の
に
、
子
ど
も
に
買
い
そ
ろ
え
た

文
学
全
集
だ
け
は
、
踏
ん
切
り
が
つ

か
な
か
っ
た
と
み
え
る
。
片
付
け
そ

っ
ち
の
け
で
読
み
ふ
け
っ
た
▼
子
ど

も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
記
憶
は
鮮
明

だ
。
教
科
書
で
出
合
っ
た
『
ス
イ
ミ

ー
』
や
『
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
』
は
物

語
と
一
緒
に
絵
ま
で
が
思
い
浮
か

ぶ
。
先
生
が
読
ん
で
く
れ
た
『
ど
ろ

ぼ
う
が
っ
こ
う
』
は
〈
ぬ
き
あ
し

さ
し
あ
し

し
の
び
あ
し
〉
の
リ
ズ

ム
も
覚
え
て
い
る
▼
本
紙
「
み
ん
な

の
ひ
ろ
ば
」
欄
で
中
学
生
の
投
稿
が

目
に
留
ま
っ
た
。
小
説
を
読
む
と
文

章
だ
け
な
の
に
頭
の
中
に
映
像
が
広

が
っ
て
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
だ
と

い
う
。
読
書
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
た

様
子
に
触
れ
、
児
童
文
学
作
家
の
角

野
栄
子
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
思
い

出
し
た
。
「
見
え
な
い
世
界
を
楽
し

ん
で
想
像
し
て
ほ
し
い
。
本
の
中
に

は
そ
う
い
う
世
界
が
た
く
さ
ん
あ

る
」
▼
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
楽
し
み

方
は
子
ど
も
だ
け
の
特
権
で
は
な

い
。
大
人
だ
っ
て
本
を
開
け
ば
、
選

ば
な
か
っ
た
職
業
も
、
歩
ま
な
か
っ

た
別
の
人
生
も
体
験
で
き
る
▼
読
書

週
間
が
き
の
う
始
ま
っ
た
。
こ
と
し

の
標
語
は
「
最
後
の
頁
を
閉
じ
た

違
う
私
が
い
た

手
元
に
置
い
て
お

き
た
い
本
を
探
し
に
書
店
へ
行
こ
う

か
。
図
書
館
で
思
わ
ぬ
一
冊
に
出
合

う
の
も
面
白
い
。
家
に
眠
っ
て
い
る

思
い
出
の
本
を
め
く
る
の
も
い
い
。

読
書
の
あ
き
食
よ
く
の
あ
き
に
楽
し
い
あ
き

（
前
橋
城
南
小
３
年

永
山
い
つ
き
）

☆
本
を
た
く
さ
ん
読
む
。
お
い
し
い
物

を
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
。
秋
に
は
い
ろ
い

ろ
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
が
、
全
部
ひ
っ

く
る
め
て
楽
し
い
の
が
一
番
。
（
鈴
）
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比
例
北
関
東

終

盤

情

勢

立
民
５
議
席
確
保
か

年
度
に
も

高
崎
問
屋
町
駅
近
く

高
崎
市
が
２
０
２
５
年
度
に
も
児
童
相
談
所
を
開
所
す
る

方
針
を
決
め
た
こ
と
が

日
、
分
か
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
高
崎
問
屋

町
駅
近
く
の
市
有
地
で
、
問
屋
町
運
動
公
園
と
し
て
利
用
し

て
い
る
約
８
千
平
方
㍍
を
建
設
予
定
地
に
選
定
し
た
。
増
加

す
る
児
童
虐
待
や
子
育
て
の
悩
み
の
相
談
な
ど
に
、
よ
り
的

確
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
狙
い
。
県
が
担
っ
て
い
る
一

時
保
護
施
設
も
設
け
る
。

県
功
労
者
に

人

あ
す
県
庁
で
表
彰

県
は

日
付
で
、
本
年
度
の

県
功
労
者
と
し
て
高
崎
市
議
の

柴
田
正
夫
さ
ん

同
市
下

中
居
町

ら

人
を
発
表
し

た
。

日
に
県
庁
昭
和
庁
舎
で

表
彰
式
を
開
く
。

受
賞
分
野
は
地
方
自
治
や
保

健
、
文
化
、
福
祉
、
商
工
な
ど

分
野
。
女
性
の
受
賞
者
は
４

人
。
県
功
労
者
表
彰
制
度
は
１

９
５
５
年
度
に
創
設
さ
れ
、
累

計
の
受
賞
者
数
は
１
９
９
１
人

と
な
っ
た
。

７
面
に
受
賞
者
の
顔
触
れ
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⇒
全
国
終
盤
情
勢

９
〜

面

日
投
開
票
の
衆
院
選
に
向

け
、
共
同
通
信
社
が

〜

日

に
全
国
の
有
権
者
を
対
象
に
行

っ
た
電
話
世
論
調
査
に
取
材
を

加
味
し
て
終
盤
情
勢
を
探
っ
た

と
こ
ろ
、
比
例
代
表
北
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
（
群
馬
、
茨
城
、
栃
木
、

埼
玉
‖
定
数

）
は
自
民
党
が

６
議
席
を
固
め
、
前
回
獲
得
し

た
７
議
席
に
届
く
勢
い
と
な
っ

て
い
る
。
立
憲
民
主
党
は
５
議

席
を
確
保
し
つ
つ
あ
る
が
、
さ

ら
な
る
上
積
み
は
微
妙
な
情
勢

だ
。
公
明
党
は
前
回
失
っ
た
３

議
席
目
の
奪
還
を
う
か
が
う
。

共
産
党
は
１
議
席
を
堅
持
す
る

見
通
し
。
日
本
維
新
の
会
は
２

議
席
が
射
程
に
入
っ
た
。

自
民
は
立
民
が
リ
ー
ド
し
て

い
た

代
に
も
浸
透
し
、
全
て

の
年
代
で
最
多
の
支
持
を
集
め

た
。
全
県
で
優
勢
を
維
持
し
、

本
県
や
茨
城
、
栃
木
で
の
支
持

が
特
に
多
い
。
無
党
派
層
か
ら

の
支
持
も
ト
ッ
プ
で
、
立
民
を

や
や
上
回
っ
て
い
る
。

立
民
は
栃
木
、
埼
玉
の
順
に

高
い
支
持
を
得
る
。
枝
野
幸
男

代
表
の
地
元
・
埼
玉
を
中
心
に

し
た
巻
き
返
し
と
、
無
党
派
層

の
さ
ら
な
る
取
り
込
み
が
課
題

だ
。公

明
は
支
持
層
を
ほ
ぼ
固
め

た
。
共
産
は
、
前
回
逃
し
た
２

議
席
目
の
獲
得
に
全
力
を
挙
げ

る
。
前
回
議
席
に
届
か
な
か
っ

た
維
新
は
、
中
盤
に
松
井
一
郎

代
表
ら
が
北
関
東
入
り
し
た
。

、

代
の
支
持
が
堅
調
で
、

１
議
席
は
確
実
な
情
勢
だ
。

序
盤
に
勢
い
が
み
ら
れ
た
国

民
民
主
党
、
れ
い
わ
新
選
組
は

失
速
し
、
議
席
獲
得
が
見
通
せ

な
い
。
社
民
党
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

裁
判
し
て
る
党
弁
護
士
法

条

違
反
で
」
も
厳
し
い
。

北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
は
小
選
挙

区
と
の
重
複
と
、
単
独
を
合
わ

せ
て

人
が
立
候
補
し
て
い

る
。
政
党
別
は
自
民

人
、
立

民

人
、
維
新
９
人
、
公
明
４

人
、
共
産
３
人
、
国
民
民
主
３

人
、れ
い
わ
１
人
、社
民
１
人
、

Ｎ
党
１
人
。
こ
の
う
ち
本
県
関

係
は
４
党

人
で
内
訳
は
自
民

が
単
独
２
人
、
重
複
５
人
の
計

７
人
、
立
民
が
重
複
３
人
、
公

明
が
単
独
１
人
、
維
新
が
重
複

１
人
と
な
っ
て
い
る
。

財
政
負
担
が
大
き
い
こ
と
な

ど
を
理
由
に
、
児
童
相
談
所
を

開
所
ま
た
は
開
所
予
定
の
中

核
市
（
人
口

万
人
以
上
）
が

全
国
で
４
市
に
と
ど
ま
る
中
、

富
岡
賢
治
市
長
の
「
高
崎
の
子

ど
も
は
高
崎
で
守
る
」
と
の
考

え
か
ら
、
設
置
を
検
討
し
て
い

た
。児

童
相
談
所
は

〜

人
態

勢
に
な
る
見
通
し
で
、
今
後
児

童
福
祉
司
や
児
童
心
理
司
な
ど

専
門
知
識
の
あ
る
人
材
の
確

保
、
養
成
を
急
ぐ
。
知
識
と
経

験
の
あ
る
人
材
を
全
国
公
募
す

る
準
備
も
進
め
て
い
る
。

市
は

年
度
に
児
童
虐
待
防

止
に
取
り
組
む
専
門
部
署
と
し

て
課
に
相
当
す
る
「
こ
ど
も
救

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
県
児

童
相
談
所
と
連
携
し
て
子
ど
も

を
守
っ
て
い
る
が
、
判
断
や
責

任
、
権
限
を
一
元
化
す
る
こ
と

で
よ
り
機
動
的
、
迅
速
に
対
応
、

行
動
で
き
る
と
み
て
市
独
自
の

開
所
を
決
め
た
。

児
童
相
談
所
の
開
所
に
向

け
、
同
セ
ン
タ
ー
の
人
員
は
当

初
の

人
か
ら

人
に
拡
充
し

て
い
る
。
一
昨
年
か
ら
は
児
童

相
談
所
を
持
つ
市
に
職
員
を
人

事
交
流
で
派
遣
。
こ
れ
ま
で
５

人
が
派
遣
先
の
児
童
相
談
所
で

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
経
験

を
積
ん
で
い
る
。

建
設
予
定
地
の
選
定
に
当
た

っ
て
は
相
談
者
が
訪
れ
や
す
い

場
所
を
重
視
し
、
駅
か
ら
徒
歩

数
分
の
場
所
を
選
ん
だ
。
市
中

心
部
で
幹
線
道
路
に
近
い
た

め
、
虐
待
事
案
発
生
時
に
駆
け

付
け
や
す
い
立
地
だ
と
い
う
。

今
後
、
一
時
保
護
施
設
の
定
員

の
検
討
や
建
物
の
設
計
な
ど
を

進
め
る
。

富
岡
市
長
は
「
相
談
を
聞
い

て
い
る
う
ち
に
不
幸
な
結
果

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
避

け
た
い
。
速
や
か
に
対
応
す
る

『
行
動
す
る
児
童
相
談
所
』
と

位
置
付
け
た
い
」
と
し
て
い

る
。児

童
虐
待
の
増
加
を
受
け
、

国
は
中
核
市
で
児
童
相
談
所
の

設
置
拡
大
を
目
指
し
て
い
る

が
、
都
道
府
県
の
業
務
と
重
複

す
る
こ
と
や
財
政
負
担
が
大
き

い
こ
と
、
専
門
知
識
の
あ
る
人

材
確
保
が
難
し
い
こ
と
な
ど
を

理
由
に
動
き
が
広
が
っ
て
い
な

い
。
開
所
済
み
は
神
奈
川
県
横

須
賀
市
、
金
沢
市
、
兵
庫
県
明

石
市
、開
所
予
定
は
奈
良
市（

年
度
予
定
）
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。

（
米
原
守
）
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受賞者名簿は 面

東京五輪・パラリンピックで活躍した本県

関係選手らを対象にした県スポーツ賞顕彰式

が 日、県庁昭和庁舎で開かれた。フェンシ

ング男子エペ団体金メダルの見延和靖選手

（ネクサス）とパラ陸上男子5000㍍（視覚障

害Ｔ ）銀メダルの唐沢剣也選手（県社会福

祉事業団）にスポーツ特別栄誉賞が授与され

たほか、 人に栄誉賞や功労賞などが贈られ

た。

山本一太知事は「新型コロナウイルス感染

症により１年延期となる異例の開催。肉体的

にも精神的にも難しい調整が求められる中、

世界を相手に堂々と戦い、日本中を大いに勇

気づけた」と受賞者の活躍を振り返った。

見延選手は「選手でも五輪を口にするのが

タブーとされた時期があり、群馬県民の温か

い応援が心の支えとなった と感謝した 唐沢

選手は コーチ ガイドランナーとともに受賞

できることをうれしく思う と喜びを語った

五輪・パラ関係ではこのほか、 月 日に

ソフトボール金メダルの選手や監督ら県勢

人に対する県民栄誉賞の顕彰式も開かれる。

（田中暁）

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

県
ス
ポ
ー
ツ
賞
顕
彰
式

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
に
特
化
し
た
県
の
相
談
窓

口
に
つ
い
て
、
開
設
か
ら

日

ま
で
の
１
年
間
で
１
０
６
人
が

利
用
し
た
こ
と
が
県
の
集
計

速
報
値

で
分
か
っ
た
。
相
談

員
と
の
電
話
や
メ
ー
ル
の
や
り

と
り
は
計
４
６
６
回
。
誹
謗
中

傷
が
社
会
問
題
と
し
て
広
が
っ

て
い
る
と
見
て
、
県
は
必
要
な

支
援
に
結
び
付
け
る
た
め
窓
口

の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

や
り
と
り
の
回
数
で
見
た
内

訳
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル

や
い
じ
め
関
係
が
１
５
２
回
で

最
も
多
く
、
名
誉
毀き

損そ
ん

や
信
用

失
墜
関
係
が
１
２
３
回
、
自
分

の
写
真
が
投
稿
さ
れ
る
な
ど
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
関
係
が

回
と
続
い
た
。
相
談
者
の
年
齢

層
は
幅
広
い
と
い
う
。

生
活
こ
ど
も
課
は
「
困
っ
て

い
る
人
が
実
際
に
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
る
。
社
会
で
も
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
問
題

な
の
で
、
引
き
続
き
支
援
し
た

い
」
と
し
た
。

相
談
は
電
話
（
☎
０
２
７
・

８
９
７
・
２
９
５
３
、
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
）
や
メ
ー

ル
（

で
受

け
付
け
、
書
き
込
み
の
削
除
を

望
む
場
合
は
弁
護
士
、
心
の
傷

が
深
い
場
合
は
臨
床
心
理
士
に

つ
な
ぐ
。
加
害
者
側
の
相
談
も

可
能
。

窓
口
は
、
テ
レ
ビ
番
組
に
出

演
し
た
女
性
が
中
傷
さ
れ
死
去

し
た
問
題
な
ど
を
受
け
て
昨
年

月

日
に
開
設
さ
れ
た
。
山

本
一
太
知
事
も
今
年
９
月
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
誹
謗
中
傷
を
受
け

た
と
し
て
発
信
者
情
報
の
開
示

手
続
き
を
行
い
、
相
手
か
ら
謝

罪
を
受
け
た
と
明
か
し
た
。
全

国
で
相
次
ぐ
問
題
に
、
法
務
省

は
侮
辱
罪
を
厳
罰
化
し
懲
役
刑

を
導
入
す
る
方
針
を
固
め
て
い

る
。

（
高
野
聡
）

上
毛
新
聞
社
が

日
か
ら
の

３
日
間
で
実
施
し
た
電
話
世
論

調
査
に
よ
る
と
、

日
投
開
票

の
衆
院
選
比
例
代
表
の
投
票
先

は
、
自
民
党
が
４
割
に
迫
る
勢

い
で
最
も
多
く
、
野
党
を
圧
倒

し
て
い
る
。
共
通
政
策
を
結
び
、

全
国
で
候
補
者
一
本
化
を
進
め

¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
∃¬∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒
県
内
比
例
動
向

８
面

た
立
憲
民
主
党
は
１
割
超
、
共

産
党
は
１
割
を
下
回
っ
た
。
公

明
党
を
加
え
た
自
公
で
は
４
割

を
超
え
、
与
党
側
は
安
定
的
に

票
を
ま
と
め
て
い
る
。

立
民
、
共
産
と
と
も
に
市
民

団
体
と
の
共
通
政
策
を
結
ん
だ

れ
い
わ
新
選
組
、
社
民
党
の
４

党
を
合
わ
せ
て
も
２
割
に
は
届

い
て
い
な
い
。
野
党
共
闘
と
距

離
を
置
く
国
民
民
主
党
、
「
第

三
極
」
を
掲
げ
る
日
本
維
新
の

会
も
広
が
り
を
欠
き
、
１
割
を

下
回
っ
て
い
る
。

た
だ
、
「
分
か
ら
な
い
・
無

回
答
」
が
４
割
近
く
お
り
、
選

挙
戦
終
盤
で
各
党
が
ど
こ
ま
で

票
を
上
乗
せ
で
き
る
か
が
注
目

さ
れ
る
。

県
民
の
投
票
先

自
民
４
割
迫
る
電話世論調査

前
橋
市
は

日
、
六
供
清
掃

工
場
（
同
市
六
供
町
）
で
発
電

し
た
余
剰
電
力
に
つ
い
て
、
市

有
施
設
に
送
電
し
て
活
用
す
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
モ
デ

ル
実
証
事
業
」
を

月
か
ら
開

始
す
る
と
発
表
し
た
。
生
み
出

し
た
電
気
を
遠
隔
地
の
自
前
施

設
に
送
る
自
己
託
送
の
取
り
組

み
は
県
内
市
町
村
で
初
。
余
剰

電
力
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
低
炭
素
化
と
電
力
使
用
料

の
削
減
を
図
る
。

市
環
境
森
林
課
に
よ
る
と
、

自
己
託
送
は
２
０
１
３
年
の
電

気
事
業
法
改
正
で
制
度
化
さ
れ

た
。
既
存
の
送
配
電
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
介
し
て
電
気
を
送
る
た

め
、
新
た
な
電
線
の
工
事
は
必

要
な
い
。
全
国
で
は
新
潟
市
や

横
浜
市
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
前
橋
市
の
８
施
設
を
対
象

に
し
た
試
算
で
は
、
電
気
料
金

は
約
１
割
減
と
な
る
１
９
０
０

万
円
程
度
の
削
減
効
果
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
は
約

％
の
削

減
が
見
込
め
る
。

六
供
清
掃
工
場
の
余
剰
電
力

は
こ
れ
ま
で
、
東
京
電
力
エ
ナ

ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
（
東
京
都
）

に
全
て
売
電
し
て
い
た
が
、
市

有
施
設
へ
の
自
己
託
送
に
切
り

替
え
る
。

実
証
期
間
は

年
９
月
末
ま

で
。
市
立
図
書
館
な
ど
２
施
設

で
ス
タ
ー
ト
し
、
市
役
所
本
庁

舎
な
ど
大
規
模
施
設
を
順
次
追

加
す
る
。
効
果
が
確
認
で
き
れ

ば
、

年

月
か
ら
本
格
的
に

導
入
す
る
予
定
。

斉
藤
弘
伸

ネ
ッ
ト
中
傷
相
談

人
県
の
窓
口

開
設
１
年

前橋市が
県 内 初

自
前
の
余
剰
電
力

市
施
設
送
り
活
用
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（１） 明治20年創刊 （日刊）(令和３年)（１） 明治20年創刊 （日刊）(令和３年)


